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(論文内容の要旨)

【緒言】

本研究では,ヒ トを対象として,混合味溶液の味質強度をGreenら (1993)に よる

Labeled Magnitude Scale法 に基づいた方法で,おいしさを Limら (2009)に よる

Labeled Hedonic Scale法に基づいた方法で検討をした後,ラ ットが,混合味溶液を

どのように認知し評価するのかを検討した。

【対象および方法】

1.健 常男性を被験者とし,サ ンカリンナ トリウム (Sacc,0。 3-10.OmM),塩化ナ ト

リウム (Na;0.03-1.OM)お よび塩酸キニーネ (Q;0。 1-0。 3mM)の 単体味溶液と,5mM Sacc

と0,03-1.OM Naの いずれか,お よび 5mM Saccと 0。 1-0。 3mM Qのいずれかを混合した

味溶液に対する味質強度とおいしさを評価させた。

2(1)。  ラットを用いて,0,3-10.OmM Sacc,0.03-1.OM Naお よび 0。 1-0。 3mM Qの 単

体味溶液,5mM Saccと 0。 03-1.OM Naの いずれかを混合した味溶液および 5mM Sacc

と 0。 1-0.3mM Qの いずれかを混合した味溶液に対して対蒸留水との間で,48時間二瓶

選択実験を行つた。

(2)。  ラントに飲水 トレーニングを行つた後,一群は 5mM Saccと 0,03M Naの混

合味溶液を,も う一群は 5mM Saccと 1,OM Naの混合味溶液を摂取させた後に無条件

刺激として 0。 15M LiCl(条件づけ群)を腹腔内投与して味覚嫌悪条件づけを獲得させ

た。LiClのかわりに生理食塩水を投与したものをコントロール群とした。両群の各種

味溶液に対する 10秒間リック数を測定した。Qに関しても,5mM Saccと 0。 2mM Qの

混合味溶液または 5mM Saccと 0.3mM Qの混合味溶液を条件刺激とした群で同様に検

討した。

(3)。  (2)と 同様に,5mM Sacc,0。 03-1.OM Naお よび 0。 1-0。 3mM Qの 単体味溶液 ,

5mM Saccと 0。 03-1.OM Naの いずれかを混合した味溶液および 5mM Saccと 0。 lmM-0。 3mM

Qのいずれかを混合した味溶液に対する 10秒間リック数を測定した。

(4)。  (1)と 同様に,0.03-1,OM Naの 単体味溶液と5mM Saccと 0,03-1.OM Naのい

ずれかを混合した味溶液との問,および 0。 1-0。 3mM Qの単体味溶液と 5mM Saccと

0.1-0。 3mM Qのいずれかを混合した味溶液との間で,48時間二瓶選択実験を行つた。



【結果】

1.5mM Sa∝ にNaを混合した味溶液に対する塩味強度の評定は,Na単体味溶液の塩

味強度に対して有意な主効果を認めた.5mM Saccに 0。 3M Naを混合した味溶液に対す

るおいしさは,0。 3M Na単体味溶液のおいしさよりも高かつた。5mM Saccに Qを混合

した味溶液に対する苦味評定は,Q単体味溶液の苦味強度に対して全濃度範囲で低く,

かつ,おいしさは,全濃度範囲で Q単体味溶液よりも高かった。

2(1)。  Saccの嗜好率は全濃度範囲で,Naでは0.03Mと 0.lMで 50%を超えた。Qで

は嗜好率が 50%を超えたものはなかった。5mM Saccと Naを混合した味溶液では,0.03M

および 0,lMの Naを混合した時に 50%を超えた。5mM Saccと Qを混合した味溶液では,

0.lmMお よび 0。 2mMの Qを混合した時に 50%を超えた。

(2)。 5mM Saccと 0,03M Na混合味溶液に条件づけられたラントの条件刺激溶液,5mM

Sacc,0.03M Naお よび 0.lM Naに姑するリック教
`ま

,コ ントロール群よりも小さかつ

た。5mM Saccと 1.OM Na混合味溶液に条件づけられた群の 5mM Sacc,0.03M Naお よ

び 0。 lM Naに 対するリンク数は,コ ントロール群よりも小さかつた。5mM Saccと 0.2mM

Q混合味溶液に条件づけられたラットの条件刺激溶液と,5mM Saccに対するリック数

は,コ ントロール群よりも小さかつた。5mM Saccと 0。 3mM Q混合味溶液に条件づけら

れた群の 5mM Saccに 対するリック数は,コ ントロール群よりも小さかつた。

(3)。 0.3M Naに 5mM Sa∝ を混合すると,混合前のリック数が,混合後よりも小さ

かった。0。 lmMおよび 0。 2mM Qに 5mM Saccを 混合すると,混合前のリック数が,混合

後よりも小さかつた。

(4). 5mM Saccと 0,03-1.OM Naの いずれかを混合 した味溶液の O.03-1.OM Na単 体

味溶液に対する嗜好率,および 5nM Saccと 0。 1-0。 3mM Qの いずれかを混合 した味溶液

の O.1-0。 3mM Q単体味溶液に対する嗜好率は,全浪度範囲で 50%を超えた。

【結論】

ヒト,ラ ントともに,嫌悪性味溶液に味質の異なる嗜好性味溶液を混合すると,嫌
悪性コンポーネントに対する味質強度が低下し,おいしさ (嗜好性)が上昇する傾向

がみられた。またラットでは,混合味溶液の中に含まれる単体味溶液を十分認識でき,

高嗜好または低嗜好混合味溶液に条件づけられたラントは,単体味溶液および混合味

溶液中の少なくとも嗜好性の高い味溶液を認識した。
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